
-内容一

敬老の目　白

医療費制度が変わります!
2へ3

4,-5

住民基本台帳ネットフ臆クかはじまりました･ 6

7　　　8月16日(金)-17日(土)の2日間みんなで考えよう市町村合併の

保健センタ-だより･
生涯学習課からのあ知らせ
町のできごと
みんなの窓(お知らせ) ･

ぼくのわたしの夢､俳句､短歌
町の歴史あれこれ･ ･

町民俗資料館見学､戸籍の窓

にわたり,町内の小学5年生を対象iこ
｢河内ふるさとふれあいスク-ル｣が
開催されました｡

12へ13　　　町内小学校の相互交流･共同学習は､
14　　子とも達Iことって『夏休みのおもいで! 』
15　　になりました｡
-16　　　　　　　　　(関連記事を10ぺ-ジに掲載)
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音期　　日　1〇月2〇日(日)

園時　　間　午前1〇時一

書会　　場　河内中学校体育館

漢招待者　70歳以上

(昭和8年3月3 1日以前生まれの方)

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
-

河
内
町
の
最
高
齢
者
は
､

｢
o
o
歳
を
迎
え
た

植
武
た
け
さ
ん

9
月
-
 
5
日
は
　
｢
敬
老
の
日
｣
｡

今
年
､
町
内
の
7
0
歳
以
上
の
お
年

寄

り

は

､

1

.

9

3

5

人

　

(

男

7

2

4

人

､

女

工

.

2

-

1

人

)

　

と

な

っ

て
い
ま
す
｡
(
9
月
-
日
現
在
)
　
こ

れ
は
町
人
口
の
約
1
 
6
･
5
パ
ー
セ
ン

ト
に
あ
た
る
数
字
で
､
こ
の
う
ち
､

9
 
5
歳
以
上
の
方
は
1
7
人
で
す
｡
最
高

齢
者
は
､
今
年
も
庄
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植
武
た
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さ
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ま
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蠍些弱輩-竺
回目健康保険はここが変わります
75歳になるまで､国保で医涼を受けます｡

自己負担は1割(-定以上所得者は2割)に
国保に加入している方で　昭和7年10月1日以降に生まれた方は,了5歳になるまでは国保で医療

を受けることになります｡ただしへ　70歳以上になるとへ　自己負担は1割(一定以上所得者は2割)

になり=す｡ 70歳になった方には.町から　r国民健康保険高齢受給考証｣が交付されますのt､保

険証と-緒に医療機関の窓口に提示して下さい｡

3歳未満の乳幼児の自己負担は2割になります
これまで　了0歳末満の方がお医者さんにかかった場合の自己負担は3割でしたが､少子化対策の

観点から､ 3歳未満の乳幼児の自己負担は2割になります｡なおへ　乳幼児に対する医療福祉費支給

制度(マル福)は引き続き適用されます｡

退職者医療制度の対象年給が70歳末満から75歳末満に引き上げられます
老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせて､退職者医療制度の対象年齢も70歳

末満から75歳未満になります｡ 70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は1割(-定以上所得

者2割)となります｡

高額療養費の自己負担限度額が変わります
同じ人が同じ月内に,同-の医療機関に支払った自己負担が限度額を超えたときは.町に申請を

すると超えた分を高額療養費として支給します｡この自己負担限度額の-部が変わります｡またへ　7

o歳以上の方の負担を軽くするため､了0歳以上の方に適用される自己負担限度額が新たに設定されま

す｡高額療養費に該当する場合には､町から通知しますので､保険年金課窓口で申請して下さい｡

"自己負担限度額(月額)

※1　上位所得者とは.国民健康保険税の算定の基礎
となる基礎控除後の総所得金額等が670万円を

超える世帯にあたります｡
※2　( )内は過去12か月以内に4回以上高額療養費

の支給があった場合の､ 4回目以降の限度額で

す｡



圃囲圏回国図回圏圏
老人保健はここか変わります

老人保健の対象年齢が75歳以上になります
老人保健で医療を受ける方の対象年齢が了0歳以上から75歳以上(-定の障害がある方は今までと

同じ65歳以上)に引き上げられます｡ただしへ　平成14年9月30日までに70歳の誕生日を迎え､すで

に老人保健で医療を受けている方(昭和7年9月30日以前に生まれた方)はへ　了5歳未満であっても

引き続き老人保健で医療を受けます｡

昭和7年10月1日以降に生まれた方は､ 75歳になるまでは現在加入している健康保険で引き続き

医療を受け､ 75歳から老人保健で医療を受けることになります｡

老人保健の自己負担は1割(一定以上所得者は2割)外来の月額上限制
と定額負担選択制はなくなります
老人保健で医療を受けたときの自己負担は,外来,入院ともかかった費用の1割(-定以上所得

者は2割)となります｡

このため､従来の月額上限制(月3, 200円,大病院では5, 300円)と診療所の定額負担選

択制(月4回まで1回850円)は廃止になります｡

なおへ　老人保健医療受給者証も新しくなりますので, 10月1日以降の受診では,医療機関の窓口

には新しい受給者証と保険証を提示して下さい｡

医療費が高額になったときの自己負担限度額が変わります
同じ月内にかかった医療費の自己負担額が高額になったときの自己負担限度額が変わります｡自

己負担限度額を超えた分も､医療機関の窓口で支払っていただきます｡高額医療費に該当する場合

には､町から通知しますので､保険年金課窓口で申請して下さい｡

園医療費が高額になったときの自己負担限度額(月額)

平成14年10月1日から

外来(個人こと[

自己負担限度額
外来十入院(世帯こと)

i    72,300円

一定以上所得者主1 40,2OO円　十諜絡T%50O円を超えた鵬は

: [認諾豊煮詰吉認諾詫]

般　　　12,000円　曇　　　　40,20〇円
音

低所得者ii主2音　　　　　　　　　　24,600円

低所得者l ±宣　　　　　　　　　　15,000円

注1　一定以上所得者とは.同-世帯内の7 O歳以上被保険者のうち,課税所得金額が1 2 4万円以上の人が1人でもい

る世帯に属する人｡ただし､前記の基準に該当する場合であっても､当該被保険者並びに同一世帯に属する7 0歳

以上の被保険者の収入が6 3 7万円(世帯内に他の7 0歳以上の被保険者がいない場合には4 5 0万円)に満たな
い旨を届けた場合にはl割負担とする｡

注2　低所得者=とは､世帯主及び世帯員全員が住民税非課税となる世帯に屈する人｡
注3　低所得者Iとは､世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって､その世帯の所得が-定基準以下の人｡
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付
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今
後
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世
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票
の
写
し
の
交
付
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住
民
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台
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ッ
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国
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す
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※
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場
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住
民
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写
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に

つ
い
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引
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付
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受
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情
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取
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テ
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票
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は
､
ど
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な
番
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A
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国
民
に
付
番
さ
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無
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さ
れ
た
重
複
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い
‖
桁
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Q
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さ
れ
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情
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す
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さ
れ
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情
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情
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Q
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す
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と
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な
手
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A
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村
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但
し
､
変
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の
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､
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定
す
る
こ
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は
で
き
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せ
ん
｡
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更
前
の
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誰
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な
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｡
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A
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名
･
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別
･
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民
票
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･
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暮
c
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い
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カ

-
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｡

こ

の

カ

ー
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年
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月
か
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有
料
で
希
望

者
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
｡
又
､

写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
2
種
類

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
お
好
き

な
方
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
｡



譲佐藤輩輩琵寒害蹄曜脚鎗鋪⑥-
-両町肘台僧をめくる最近の動向-

茨城県内の合併協議会･研究会設薗状況

田法定協譲会
圏任意触諮会
田複数市町村で梅成する研究会

目単数市町村の研究会

音合併に係る議会醐倭貝会
臆○臆いずれかに屈する市町村

80

51

H12年度以前　H13年12月　H14年5月　H14年8月

/

l

前
回
8
月
号
で
は
､
市
町
村
合
併
検
討

調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
｡

今
回
は
､
去
る
8
月
2
2
日
に
開
催
さ
れ

た
河
内
町
市
町
村
合
併
事
務
研
究
会
幹
事

会
の
概
況
を
報
告
し
ま
す
｡

ま
た
､
市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
最
近
の

動
向
と
し
て
､
県
内
の
市
町
村
合
併
検
討

組
織
の
設
置
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
｡
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会

｣

河
内
町
市
町
村
合
併
事
務
研
究
会
の
第

2
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
､
｢
合
併
検
討

調
査
｣
　
に
つ
い
て
の
協
議
や
､
県
内
市
町

村
の
動
画
の
把
握
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

｢
合
併
検
討
調
査
｣
　
に
つ
い
て
は
､
調

査
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､
シ
ミ
ュ

レ
-
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
､
以
下
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で

調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

り
[
軸

｢
霊
の
動
F
｣

平
成
_
 
4
年
8
月
-
日
現
在
で
の
県
の
取

り
ま
と
め
に
よ
る
と
､
何
ら
か
の
か
た
ち

で
合
併
を
議
論
し
て
い
る
県
内
の
市
町
村

数
は
7
4
で
､
全
体
の
8
8
･
-
%
に
当
た
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
｡

議
論
の
方
法
に
つ
い
て
は
､
法
定
協
議

会
か
ら
単
独
市
町
村
に
よ
る
研
究
会
な
ど

様
々
で
あ
り
､
こ
の
よ
う
な
組
織
は
､
左

記
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
平
成
_
 
3
年
度
か
ら

平
成
_
 
4
年
度
に
わ
た
り
急
速
に
設
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
｡

◎
法
定
協
議
会
と
任
意
協
議
会

合
併
協
議
会
と
は
､
本
来
､
地

方
自
治
法
お
よ
び
合
併
特
例
法
の

規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
､
こ
れ
を
｢
法
定
協
議
会
｣

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

こ
れ
に
対
し
､
本
来
の
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
る
前
に
､
基
本

的
な
調
査
や
話
し
合
い
を
進
め
る

た
め
､
法
律
に
基
づ
か
な
い
協
議

会
が
設
置
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
､

こ
れ
が
　
｢
任
意
協
議
会
｣
　
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
｡

●
河
内
町
･
龍
ヶ
崎
市
･
牛
久
市
･

江
戸
崎
町
･
美
浦
村
･
新
利
根
町
･

桜
川
村
･
東
町
･
利
根
町
(
稲
広
圏
内
)

●
河
内
町
･
江
戸
崎
町
･
美
浦
村
･

新
利
根
町
･
桜
川
村
･
東
町

●
河
内
町
･
龍
ヶ
崎
市
･
新
利
根
町
･

利
根
町

●
河
内
町
･
新
利
根
町
･
東
町

●
河
内
町
･
利
根
町

●
河
内
町
が
合
併
し
な
い
場
合



そろえておきたい救急品

掴
嶋
　
二
〇
〇
.
 
-
∵
-
園
　
丁

い
ざ
と
い
う
時
も
　
あ
わ
で
嬢
い
た
め
忙

『
救
急
箱
』
の
申
身
を
チ
票
>
多
e
3
て
教
法
E
3
よ
う
-
.

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
　
｢
救
急
｣

の
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一

番
で
す
が
､
病
気
や
け
が
､
事
故

な
ど
は
､
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く

る
も
の
で
す
｡

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
､
救

急
用
品
や
薬
を
常
備
し
て
お
く
こ

と
は
大
切
で
す
｡
救
急
箱
な
ど
に

入
れ
て
お
き
､
と
き
ど
き
残
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
｡
薬
は
有

効
期
限
に
気
を
つ
け
て
､
古
く
な
っ

た
も
の
は
､
取
り
か
え
ま
し
ょ
う
｡

保
管
場
所
は
､
直
射
日
光
の
当

た
ら
な
い
湿
度
の
少
な
い
場
所
で
､

子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
を

選
び
ま
し
ょ
う
｡
い
つ
も
同
じ
場

所
に
置
い
て
お
き
､
家
族
全
員
で

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
｡
ま
た
､
災
害
な
ど
の
際
に
は
､

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
｡

救
急
碑
を
呼
ぶ
晴
の
ボ
イ
ン
±

①
｢
-
-
9
｣
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

携
帯
電
話
は
､
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
り
､
現
場
か
ら
離
れ
た
地
域
災

害
救
急
情
報
セ
ン
タ
-
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
な

る
べ
く
公
衆
電
話
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
｡
や
む
を
え
な
い
場
合
は
､

携
帯
電
話
か
ら
か
け
て
い
る
こ
と

を
､
告
げ
て
く
だ
さ
い
｡

②
電
話
が
つ
な
が
っ
た
ら
､
救
急

か
消
防
か
聞
か
れ
る
の
で
､
｢
救

急
で
す
｣
　
と
伝
え
る
｡

③
住
所
と
目
標
に
な
る
建
物
を
伝

え
る
｡

④
状
況
を
落
ち
着
い
て
正
確
に
説

明
す
る
｡

い

つ

､

誰

が

､

ど

こ

で

､

ど

う

い
う
ふ
う
に
､
ど
う
な
っ
た
か

⑤
複
数
の
患
者
が
い
る
場
合
に
は
､

そ
の
人
数
を
伝
え
る
｡

⑥
大
切
な
こ
と
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
､
自
分
か
ら
､
あ
わ

て
て
電
話
を
切
ら
な
い
｡

救
急
唾
が
来
る
ま
で

救
急
車
を
呼
ん
で
か
ら
､
到
着

す
る
ま
で
､
4
-
1
 
0
分
位
は
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
間

に
､
現
場
に
い
あ
わ
せ
た
人
が
応

急
処
置
が
で
き
る
と
､
救
命
率
は

上
が
り
ま
す
｡

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
-
ジ

な
ど
､
講
習
会
な
ど
に
出
る
機
会

が
あ
れ
ば
､
学
ん
で
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
｡

l
お
頭
煩
;
う
/
つ
れ
ニ
ス
の
語
三
園
宅
.
,
I

憂
げ
雲
上
)
上
宝
¥
.
¥
7
,

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
､
幾
つ
か

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
､
B
型
及

び
c
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

は
､
感
染
し
て
い
て
も
自
覚
症
状

が
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
､
本
人

が
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
場
合
も
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら

の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
､

将
来
､
肝
硬
変
や
肺
が
ん
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
､
一
度

は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
｡
特
に
4
0
歳
を
過
ぎ
る

と
､
病
気
の
進
行
が
早
い
と
い
わ

れ
て
お
り
早
期
の
治
療
が
必
要
で

す
｡
こ
の
た
め
､
本
年
度
か
ら
､

市
町
村
が
行
う
老
人
保
健
法
に
基

づ
く
住
民
検
診
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
が
加
わ
り
ま
し
た
が
､
対

象
者
や
対
象
年
齢
が
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
､
こ
の
検
診
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
有
料
と

な
り
ま
す
が
保
健
所
や
医
療
機
関

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
｡
な
お
､
保
健
所
に
お
い

て
は
､
匿
名
で
あ
っ
て
も
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

漢
問
合
せ
先

茨
城
県
保
健
予
防
課

難
病
･
感
染
グ
ル
ー
プ

皿

o

2

9

-

3

0

1

-

3

2

1

9



二農業委員にこ

野津良夫さん就任
欠員であった農業委員に,野澤

良夫(60)さんが就任されました｡

住所　生坂736

電話　84-2170

(任期　平成16年2月20日)

-人権擁護委員は身近な相談相手こ

山下呂男さん就任
私たちの基本的人権が侵害され

た場合,自宅でいつでも私たちの

相談に応じてくれる,人権擁護委

員にこのほど　山下昌男さん(写真)

が就任されまし

た｡相談内容の

秘密は守られま

す｡お気軽にご

相談ください｡

山下昌男さんの連絡先

金江津4148-37

電話86-3116

町内ではほかに,次の方々が人

権擁護委員です｡

大野善康さん　生板5243

電話84-3577

官本庄二さん　源清田5527

電話84-2750

岡野稔之さん　長竿203-1

電話84-2551

20∽年鑑朗lJ覆纏擬

等l春色雪､馨祭努

トレーニングセンター･改善センタ〇 ･総合グラウンド

鵜11月1日(金)へ3日(日)

･美術展･文化展･児童生徒作品展ほか

■11月3日(日)

･模擬店･芸能発表会･カラオケ大会

･ちびっ子相撲大会･消防広場･茶会

☆漫談:お笑いナンセンス　　　　g　.

☆歌謡ショ- :こまとり姉妹　　　　し,

★豪華商品が当たる大抽選会　　H夢�,h.域�P

2
○
○
2
年

町
民
運
動
会

S
日
　
時
　
_
 
o
月
1
 
3
日
(
日
)

※
予
備
日
　
1
 
4
日
(
月
)

開
会
式
　
8
時
3
0
分
-

m
場
　
所
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

範
5
回

河
内
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

パ
レ
-
大
会

S
日
　
時
　
_
 
o
月
2
7
日
(
日
)

受
　
付
　
8
時
約
分

開
会
式
　
9
時
-

看
場
　
所
　
農
業
者
ト
レ
-
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
-

■
参
加
資
格
　
町
内
在
住
･
在
勤

者
で
中
学
生
以
上

鵜
競
技
大
会
　
9
人
制

(
男
子
が
チ
-
ム
の
半
数
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
｡
)

生
涯
学
習
課
か
ら

問
蘭
書
細
田

(
明
一
町
長
の
動
き

/
¥
､

〇
〇
日
　
(
木
)
　
地
方
課
長
来
庁
､

茨
城
反
核
平
和
の
火
リ
レ
1

S
2
日
　
(
金
)
　
庁
議
､
母
子
保
健

事
業
及
び
予
防
接
種
に
関
す
る

打
ち
合
せ

喜
3
日
　
(
土
)
　
県
南
レ
デ
ィ
-
ス

ゲ
-
ト
ボ
-
ル
大
会

S
4
日
　
(
日
)
　
町
操
法
大
会

S
5
日
　
(
月
)
　
竜
ヶ
崎
支
部
防
犯

協
会
理
事
会
･
評
議
会

0
6
日
　
(
火
)
　
稲
敷
地
域
農
業
･

焼
村
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

看
7
日
(
水
)
敬
老
福
祉
大
会
実
行

委
員
会
H
.
新
東
京
国
際
空
港
公
団

総
裁
来
庁
､
4
路
線
総
会

漢
8
日
(
木
)
塵
芥
処
理
組
合
臨
時

議
会

鵜
_
 
4
日
(
水
)
　
納
涼
盆
踊
り
大
会

(
上
･
中
･
下
金
江
津
地
区
)

喜
_
8
日
(
日
)
　
生
板
薬
酒
寺
観
音
様

縁
日

喜
_
9
日
(
月
)
市
町
村
長
自
治
研
究

会
鵜
2
0
日
(
火
)
　
国
保
連
合
会
稲
北
支

部
会
議

書
2
-
日
(
水
)
　
県
南
総
合
事
務
所
長

外
2
名
来
庁

■
2
3
日
(
金
)
中
学
生
海
外
研
修
挨

拶
､
町
騒
音
対
策
協
議
会

0
2
6
日
(
月
)
消
防
ポ
ン
プ
引
渡
し

式
､
介
護
保
険
策
定
委
員
会

鵜
2
8
日
(
水
)
　
県
戦
没
者
追
悼
式

漢
2
9
日
(
木
)
稲
広
管
理
者
会
議



堅豊国星間回愛国園回国
16日(金)

中央公民館　出発

県立自然博物館　見学.

県立さしま少年自然の家到着
入所式･名係決め

オリエンデ-リング

i

｢‡岩,言霊-¥-+ククイブ
i

｣臆臆

17日(土)

i｣;_雷:-i

i

しま少年自然の家量土蓑
｣｣些O Lノ旦聖堂嘩解散

裏
書
の
ど
な
ど
き

新
し
い
友
達
が
で
き
た
よ
ー
･

-
ふ
る
さ
と
刷
れ
あ
い
ス
C
¥
-
几
開
催
-

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
｡

連
絡
先
･
秘
書
広
聴
誤

電
8
4
-
2
1
1
1
(
内
線
-
o
3
)

生
涯
学
習
課
で
は
各
小
学
校
の
協
賛
を

得
て
8
月
_
 
6
白
く
_
 
7
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
､
町
内
の
5
年
生
を
対
象
に
､
集
団
生

活
や
体
験
的
活
動
を
と
お
し
て
ふ
れ
あ
い

や
思
い
や
り
の
心
を
育
て
､
町
内
小
学
校

の
相
互
交
流
に
よ
り
連
帯
意
識
と
信
頼
関

係
を
深
め
よ
う
と
　
｢
河
内
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
ス
ク
-
ル
｣
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
町
内
の
各
小
学
5
年
生
1
0

8
名
が
参
加
し
､
宿
泊
地
と
な
る
　
『
茨
城

県
立
さ
し
ま
少
年
自
然
の
家
』
　
で
の
共
同

学
習
を
と
お
し
て
､
同
じ
河
内
町
の
子
と

も
同
士
､
和
気
あ
い
あ
い
の
ふ
れ
あ
い
交

【
一
日
目
･
夜
】

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
･
ク
イ
ズ
に
挑
戦
-

一
日
日
夜
に
行
わ
れ
た
　
『
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
･
ク
イ
ズ
』
　
で
は
､
各

班
ご
と
に
分
か
れ
て
真
っ
暗
な
夜

の
構
内
を
懐
中
電
灯
一
つ
の
灯
り

を
た
よ
り
に
､
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
設
置
さ
れ
た
_
 
o
個
の
ク
イ
ズ

に
答
え
な
が
ら
､
施
設
内
を
探
索

し
ま
し
た
｡

【
二
日
目
･
昼
】

二
日
目
午
前
中
の
創
作
活
動

『
キ
-
ホ
ル
ダ
ー
作
り
』
　
の
後
､

野
外
炊
飯
『
カ
レ
-
ラ
イ
ス
作
り
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

野
菜
を
切
っ
た
り
､
ま
き
を
燃

や
し
て
ご
飯
を
炊
い
た
り
､
と
初

め
て
体
験
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た

が
､
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
､
無

事
完
成
-
･
と
っ
て
も
美
味
し
い
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
で
き
ま
し
た
｡



先
駆
者
を
た
た
え

て
の
碑
改
修
終
了

内
野
･
古
河
林
･
庄
布
川
･
手

栗
･
羽
子
騎
の
後
新
田
5
集
落
は
､

現
在
よ
り
さ
ら
に
純
農
村
で
あ
っ

た
時
代
に
一
致
団
結
し
て
洪
水
に

-

-
古
河
蘭
鷲
宮
袖
社
内
-

よ
る
痛
ま
し
い
災
害
に
懸
命
に
対

処
し
て
お
り
､
そ
の
姿
を
鮮
明
に

記
さ
れ
て
い
る
碑
が
､
古
河
林
鷲

宮
神
社
の
境
内
に
あ
り
､
o
O
数
年

の
年
月
を
過
ぎ
非
常
に
危
険
な
状

態
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
｡

こ
の
度
､
こ
の
稗
の
改
修
に
､

後
新
田
5
集
落
の
区
長
･
土
地
改

良
区
役
員
が
先
駆
者
の
偉
業
を
称

え
立
ち
上
が
り
､
5
集
落
の
方
々

の
寄
附
と
関
係
各
位
の
大
き
な
援

助
に
よ
り
7
月
2
0
日
　
(
土
)
､
碑

の
改
修
が
終
了
致
し
ま
し
た
｡

地
域
社
会
へ

奉
仕
活
動

-
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
-

7
月
2
8
日
　
(
日
)
､
河
内
町
サ
ッ
カ
-

ス
ボ
-
ツ
少
年
団
が
､
長
竿
地
区
内
の
道

路
脇
や
側
溝
な
ど
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い

集
め
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
町
内
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
､
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い

る
地
域
社
会
に
対
す
る
奉
仕
活
動
を
行
う

こ
と
で
､
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
｡
同
少
年

団
に
よ
る
空
き
缶
拾
い
は
毎
年
夏
休
み
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
､
今
後
も
､
順
次
行
っ

て
い
く
そ
う
で
す
｡

★
新
規
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

連
絡
先
　
坂
本
雅
寿
　
Ⅲ
8
｣
-
4
-
9
0

空
手
道
2
大
会
で

少
蔓
廿
励
襲
撃
-
･

柑
]
"
帽

全
国
及
び
隻
日
高
少
年
少
‥
口

調
工
手
起
電
手
帳
★
ハ
会

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
河
内
町
の
小
･

中
学
生
が
県
代
表
と
し
て
出
場
し
､
そ
れ

ぞ
れ
の
部
で
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
｡

(
敬
称
略
)

第
4
5
田
中
･
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権

大
会
結
果

8
月
3
(
土
)
･
4
日
(
日
)
　
幕
張
メ
ッ
セ

第
3
位
　
　
仲
山
優
圭
　
(
小
6
女
子
組
手
)

ベ
ス
ト
_
 
6
　
豊
嶋
詩
織
　
(
中
-
女
子
組
手
)

内
藤
五
月
　
(
中
3
女
子
組
手
)

第
2
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
結
果

8
月
4
日
　
(
日
)
　
東
京
武
道
館

第
3
位
　
　
豊
嶋
紗
穂
　
(
小
4
女
子
組
手
)

交
通
事
故
を

防
ご
う
-

-
要
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
-

8
月
_
0
日
　
(
土
)
　
竜
ヶ
崎
地
区
交
通
安

全
協
会
河
内
支
部
　
(
近
藤
恒
雄
支
部
長
他

2
8
名
)
　
に
よ
り
河
内
町
管
内
に
設
け
ら
れ

た
カ
上
ブ
ミ
ラ
-
の
清
掃
及
び
点
検
整
備

を
実
施
し
ま
し
た
｡

交
通
事
故
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
､
飛
び
出
し
や
交
差
点
で

の
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
や
､
夏
休
み

中
の
子
ど
も
達
が
､
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
と
､
猛
暑
の
中
に
も
関
わ
ら
ず

町
内
全
域
に
分
か
れ
て
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
｡

※
カ
ー
ブ
ミ
ラ
-
設
置
等
に
関
す
る
問
合

せ
は
役
場
総
務
課
ま
で

Ⅲ
8
4
-
2
-
-
1
　
(
内
線
1
2
3
)

町
消
防
団

額
偏
を
新
た
は
I
･

-
消
防
騰
腕
呂
貝
の
引
渡
し
式
-

8
月
2
6
日
　
(
月
)
　
早
朝
か
ら
平

川
消
防
団
長
を
は
じ
め
､
各
方
面

隊
長
､
機
械
器
具
の
引
渡
し
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
各
分
団
長
､

副
分
団
長
､
機
械
係
の
団
員
が
参

加
し
､
野
高
町
長
よ
り
新
し
い
機

械
器
具
　
(
小
型
ポ
ン
プ
)
　
の
引
渡

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
老
朽
化
し

た
町
消
防
団
の
装
備
に
つ
い
て
､

4
ヵ
年
か
け
て
更
新
し
て
い
く
計

画
で
､
今
年
度
は
3
機
の
小
型
ポ

ン
プ
が
購
入
さ
れ
､
第
4
分
団
･

第
9
分
団
･
第
回
分
団
へ
新
規
に

引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
｡



みんなの

お知らせ

9月の徴収

◇豊田新利根土地改良2期◇

徴収日は9月30日です｡

密措辞'晴 兢ｸﾉ(5ｨ985籀tﾓCCッ�
学校教育課⑭3322 

役場⑭2111 FAX⑭4357 

誤芸嵩⑭2843 
水道課⑭2361給食センタ-⑭2845 

つつみ会館⑯3了40福祉センタ-⑭3699 

テーマ『心の生涯教育』　□日時10月17日(木)午後6時へ7時　E問合せ先　887-3561

講　師　池田　修氏　□場所　新利根町中山3912 (株)オクド　　　　　　　鈴木まで

生
活

公
証
週
間_
 
o
月
千
日
-
7
日

あ
な
た
の
財
産
　
(
契
約
や
遺
言
)

を
守
る
た
め
に
　
｢
公
証
役
場
｣
　
を

利
用
し
ま
し
よ
う
｡

公
証
役
場
で
は
､
法
務
大
臣
が

任
命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る

公
証
人
が
執
務
し
て
お
り
､
茨
城

県
内
に
は
､
水
戸
･
土
浦
･
日
立

取
手
･
鹿
嶋
･
下
館
に
各
一
か
所

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
｡

証
書
作
成
手
続
の
相
談
は
無
料

で
す
｡
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
｡

公
証
役
場
は
､
会
社
の
定
款
､
私

文
書
の
認
証
､
確
定
日
付
の
付
与
､

任
意
後
見
契
約
の
公
正
証
書
作
成

等
の
事
務
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
｡

L
問
合
せ
先

土
浦
公
証
役
場

土
浦
市
富
士
崎
1
-
7
-
2
 
-

和
光
ビ
ル
4
階

皿
o
2
9
8
-
2
 
-
-
6
7
5
4

取
手
公
証
役
場

取
手
市
取
手
2
-
1
4
-
2
4

竹
内
ビ
ル
2
階

皿

o

2

9

了

-

7

4

-

2

5

6

9

司
法
書
士
法
律
相
談

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
､
｢
法

の
日
｣
　
に
ち
な
ん
で
全
国
一
斉
司

法
書
士
法
律
相
談
を
県
内
各
会
場

で
行
い
ま
す
｡
(
相
談
無
料
)

工
日
時
　
_
 
o
月
5
日
　
(
土
)

午
前
1
0
時
-
午
後
3
時

事
｣
場
所
　
中
央
公
民
館
　
(
河
内
町

会
場
)

口
相
談
内
容
　
司
法
書
士
の
業
務

に
関
す
る
相
談
　
(
登
記
･
供
託
･

訴
訟
書
類
の
作
成
等
)

囲
問
合
せ
先

茨
城
県
司
法
書
士
会

水
戸
市
五
軒
町
-
-
3
･
-
 
6

Ⅲ

o

2

9

･

2

2

5

-

0

1

1

1

※
毎
月
第
2
水
曜
日
､
午
後
-
時

-
5
時
ま
で
県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所
に
お
い
て
､
同
様
の
相
談

を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
｡

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
｡

秋
の
行
政
相
談
週
間

1
 
o
月
2
 
1
日
(
月
)
-
2
了
日
(
日
)

国
の
役
所
や
特
殊
法
人
　
(
N
T

T
･
公
庫
･
公
団
な
ど
)
､
県
や

市
町
村
が
国
か
ら
委
託
や
補
助
金

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関

し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
､
知
り
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

行
政
相
談
は
､
登
記
･
国
税
･

国
有
地
･
国
道
･
年
金
･
労
災
保

険
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
･
要
望
等
を
受
け
て
､

住
民
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ

て
必
要
な
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
､

解
決
を
促
進
す
る
制
度
で
す
｡

こ
の
　
｢
行
政
相
談
｣
　
の
制
度
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
､

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
､
-
 
0

月
2
 
1
日
　
(
月
)
　
か
ら
川
月
2
7
日

(
日
)
　
ま
で
を
行
政
相
談
週
間
と

し
て
､
全
国
各
地
で
行
政
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
｡

河
内
町
で
は
､
行
政
相
談
委
員

が
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
､

心
配
ご
と
相
談
と
併
せ
て
開
設
し

ま
す
｡
相
談
は
無
料
･
秘
密
厳
守

で
す
の
で
､
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
｡

圏
日
時
　
_
 
o
月
_
 
5
日
　
(
火
)

午
前
_
 
o
時
-
午
後
3
時

団
場
所
　
　
第
2
公
民
館

囲
問
合
せ
先
　
役
場
総
務
課

Ⅲ
8
4
-
2
1
1
1
　
(
内
線
1
2
0
)

※
な
お
､
行
政
相
談
員
は
い
つ
で

も
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
｡

-
河
内
町
担
当
行
政
相
談
委
員
-

氏
名
　
飯
塚
　
良
夫

住
所
　
古
河
林
8
4
-
-

Ⅲ

8

4

-

3

1

6

7

-
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
-

〒
3
-
0
鵬

水
戸
市
北
見
町
-
-
‖

水
戸
地
方
合
同
庁
舎
内

Ⅲ

o

2

9

-

2

5

3

-

1

1

0

0

暴
力
に
思
い
悩
む
な
､

ま
す
相
談

龍
ヶ
崎
地
区
暴
力
排
除
推
進
協

議
会
で
は
､
暴
力
行
為
専
門
の
弁

護
士
を
招
い
て
相
談
を
行
い
ま
す
｡

暴
力
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
､
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
｡
相
談
は
無

料
､
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
｡



他配ごと梱談所
･10月1日00　午前10時一正午

･ 10月15日㈹　午前10時一午後3時

/ノ会　　　場　公民館第2分館

(¥聞合せ先社会福祉協議会
密84-2830

◇江戸崎地区

【10月】

6日　和　田　医　院0298-94-2412

13日　矢野整形外科医院0298-92-2127

14日　韓　村　医　院0298-94-2719

20日　竹　尾　医　院0297-86-2436

27日　江戸崎眼科医院0298-92-0262

ぐ龍ヶ崎地区

*上段が内科､下段が外科です｡

【10月】

6日　う　ち　だ　医　院

飯野クリニック

13日　鴻巣クリニック

牛　尾　病　院

14日　さくらクリニック

いがらしグ｣ニック

20日　山　村　医　院

西新道外科医院

27日　八代内科医院

野　村　医　院

*診療を受ける陳は､必ず電話で
碇かめてください｡

10月のゴミ収集カレンダ- 

資源回収日 劔燃えないごみ収集日(白色トレイ) 

A地区 ��ﾃ�Rﾃ#��C地区 唐ﾃ#"�A地区 偖ﾃ(�ｨC#b�

B地区 �"ﾃ�bﾃ3��D地区 湯ﾃ#2�B地区 

燃えるごみ収集日 劔プラスチックごみ収集日 

全地区i毎週月曜日と金曜日 劔全地区l毎週木曜日 

粗大ごみの予約収集日10月中の予約-11月2日 

喜問合せ先都市計画課環境衛生係8内線155,156 

匪捌みg輩遺書｣ 

丁
日
時
　
1
 
0
月
_
 
5
日
　
(
火
)

午
後
2
時
-
午
後
4
時

喜
一
会
場
　
河
内
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
-
(
農
事
研
究
室
)

｣
主
催
　
龍
ヶ
崎
地
区
暴
力
排
除

推
進
協
議
会

｢
協
賛

･
(
財
)
　
茨
城
県
暴
力
追
放
推
進

セ
ン
タ
-

･
龍
ヶ
崎
警
察
署

｣
問
合
せ
先

善
意
の
ご
寄
附

上
金
油
津
地
区
盆
踊
り
大
会

収

益

金

　

　

-

6

.

9

5

0

円

中
金
江
津
子
供
会
-

0

.

4

7

5

円

千
葉
県
北
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

車
椅
子
1
台

-

　

社

会

福

祉

協

議

会

へ

　

-

(

役
場
総
務
課

Ⅲ
8
4
-
2
-
i
-
(
内
線
-
2
3
)

龍
ヶ
崎
警
察
署
刑
事
課

Ⅲ
6
2
-
o
l
l
o

催
し

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て

国
際
交
流
を
-

県
で
は
､
_
 
0
月
を
『
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
2
0
0
2
･
い
ば
ら
き
国

際
交
流
月
間
』
と
し
､
イ
ベ
ン
ト

等
を
県
内
各
地
で
展
開
し
国
際
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
一
環

と
し
て
『
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
』

を
開
催
い
た
し
ま
す
｡

期
間
中
毎
日
､
先
着
5
組
ま
で

(
1
組
6
名
以
内
で
､
外
国
人
1

名
以
上
含
む
こ
と
)
　
2
ゲ
ー
ム
を

無
料
と
し
ま
す
｡
(
貸
靴
別
途
)

□
期
　
間
　
_
 
0
日
工
日
-
3
0
日

｣
申
込
方
法
　
電
話
又
は
､
ハ
ガ

キ
で
事
前
に
申
込

日
問
合
せ
･
申
込
み
先
及
び
会
場

【
ハ
ロ
ー
ズ
ガ
-
デ
ン
】

〒
細
-
剛
龍
ヶ
崎
市
中
柴
5
-
1
-

2
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
｢
サ

プ
ラ
｣
2
階

皿
的
-
2
5
8
6

陸
上
自
衛
隊
開
設
5
0
周
年
記
念

行
事
一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
､

駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
て
開
設
的

周
年
諦
念
行
事
を
行
い
ま
す
｡

ど
な
た
で
も
入
場
出
来
ま
す
｡

｢
｣
日
時
　
_
 
o
月
2
0
日
　
(
日
)

午
前
9
時
-
午
後
3
時

口
場
所
　
陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯

地
　
(
武
器
学
校
)

阿
見
町
青
宿
-
2
-
-
1

工
催
し
物

･
式
典
　
　
午
前
-
 
o
時
3
0
分
-

-

･
装
備
品
展
示

午
前
9
時
-
午
後
2
時

･
そ
の
他
の
催
し
物

戦
車
試
乗
､
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
､

野
外
売
店

工
問
合
せ
先
　
土
浦
駐
屯
地
　
(
武

器
学
校
)

Ⅲ

o

2

9

8

･

8
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l

l

ア

ユ

(
内
線
2
-
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)

公
売
で
電
話
が
買
え
ま
す

県
税
事
務
所
で
は
､
電
話
加
入

権
の
公
売
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま

す
｡
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ

い
｡
ど
な
た
で
も
､
簡
単
に
参
加

で
き
ま
す
｡

日
間
合
せ
先

茨
城
県
江
戸
崎
県
税
事
務
所
収
税
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十
異な

串

　

か

わ

も

桝

田

芸

表
名
も
卒
寿
の
母
の
ほ
つ
れ
髪
大

つ
か
し
き
友
と
違
ひ
け
-
盆
の
月鴻

千
年
の
釣
鐘
の
青
瓜
を
杭
-

固

ま
よ
こ
と
の
楚
に
の
こ
る
瓜
の
種

ぼ
う
ふ
ら
の
水
一
尺
の
天
地
か
な
田

迎
え
火
や
父
祖
の
足
跡
し
か
と
緒
き橋

会
釈
の
子
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
の
墓
参
か
な

野
　
志
げ
子

野

　

た

　

け

中

　

白

　

茅

口

　

ふ

　

く

中

　

康

　

夫

爪

　

か

　

ん

父
母
の
齢
を
越
し
て
梅
を
干
す

衣
よ
り
線
香
匂
ふ
盆
の
僧

根
　
本
　
た
け
し

大

　

塚

一

重

津
　
根
　
と
し
お

大
仰
の
′
書
経
顔
天
よ
り
万
澄
会

杉

　

原

　

利

　

代

味
噌
添
え
し
花
付
き
胡
瓜
脂
に
あ
り石
塚
　
た
か
よ
し

夜
這
星
仁
愛
燃
や
す
ふ
た
り
か
な
中

　

山

　

千

　

代

′
米
立
ち
ゆ
-
御
礼
の
舞
や
妄
つ
ば
め若
　

泉

　

栄

　

治

不
語
用
は
誰
の
遺
伝
子
真
義
)
塞
座
田

　

沼

　

和

　

子

京
の
御
夜
空
を
焦
す
大
文
字

吉

　

田

　

四

　

郎

被
煉
せ
る
棺
桶
子
孫
妊
し
け
-

飯

　

島

　

ヨ

シ

ノ

生
家
ま
で
泥
緯
鳴
く
琶
下
げ
て
ゆ
-飯
塚
　
ま
さ
よ
し

藷

　

が

わ

も

檀

歌

会

と
っ
ぷ
り
と
平
和
に
惚
け
し
日
日
な
れ
ど
八
月
は
吾
に
も
思
想
を
も
た
す

冷
房
の
敬
わ
ぬ
身
な
れ
は
開
け
放
ち
打
ち
水
同
属
で
涼
を
と
る
な
り

一
休
評
岬
の
作
品
集
を
読
み
で

生
物
と
し
て
物
み
な
労
は
る
心
根
を
一
休
禅
師
は
持
ち
て
生
き
け
り

昨
年
の
住
い
を
去
っ
た
日
を
思
う
戻
ら
ぬ
は
ず
が
直
ぐ
に
戻
り
て

美
し
き
茶
髪
の
女
が
ふ
か
ふ
か
と
頭
下
げ
い
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

ア
プ
ト
式
が
新
幹
線
に
替
は
り
た
れ
は
山
も
仰
げ
ず
信
州
に
入
る

日
の
入
り
は
安
ら
か
な
り
き
椎
茸
植
え
ら
れ
し
田
に
夕
陽
映
り
て

青

　

木

　

　

　

保

(
生
板
)
　
山
　
田
　
マ
サ
エ

山
　
口
　
か
げ
郎

斧
　
崎
　
キ
ヨ
子

庄
　
司
　
登
千
子

郡

　

　

　

玉

　

翠

青

　

野

　

清
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町の歴
あれこれ⑭
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幻の瑞穂村忠霊塔

澄申
瞳寄壌ふ･÷蜜豆,t i壬述h壷i

』空瑞酬忠霊織姫(垂

"E_-軍_fi

賢
≒三二　し

琵二幸晶慰霊碑.中共公民毒議薗

新
聞
に
瑞
穂
村
忠
霊
塔

新
聞
　
｢
い
ば
ら
き
｣
　
に
､
昭
和

十
七
年
八
月
一
日
源
清
田
･
長
竿

両
村
合
併
に
よ
る
瑞
穂
村
成
立
の

翌
年
､
そ
の
新
生
記
念
に
忠
霊
塔

建
設
計
画
が
も
ち
上
が
り
､
起
工

式
ま
で
行
っ
た
と
の
記
事
が
あ
り

ま
す
｡そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
分
か
ら

ず
に
お
り
ま
し
た
が
､
琴
平
祇
園

取
材
の
際
､
保
村
下
の
宮
本
連
樹

さ
ん
か
ら
､
貴
重
な
話
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

ま
ず
新
聞
記
事
の
関
連
部
分
だ

け
紹
介
し
ま
し
ょ
う
｡

[
昭
和
一
八
年
二
月
一
七
日
付
]

瑞
穂
村
の
忠
霊
塔

‖
_
_
…
)
_
_
｣

I
:

新
生
記
念
に
建
設
計
画

新
生
発
足
を
永
久
に
記
念
す
べ

く
今
度
八
千
円
を
計
上
し
て
旧
長

竿
と
源
清
田
地
境
の
県
道
側
に
忠

霊
塔
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

近
く
青
壮
年
団
の
勤
労
奉
仕
で
地

均
ら
し
に
着
工
の
筈
､
竣
工
は
五

月
末
日
の
予
定
｡

[
昭
和
一
八
年
七
月
二
七
日
付
]

瑞
穂
の
忠
霊
塔
愈
々
着
工

在
満
州
の
郷
土
出
身
島
田
虎
次

郎
さ
ん
の
寄
付
金
と
村
内
有
志
の

喜
捨
で
い
よ
い
よ
今
月
末
着
工
す

る
が
､
石
工
以
外
は
全
部
労
力
奉

仕
に
よ
る
も
の
で
､
場
所
は
　
｢
保

村
｣
　
で
敷
地
が
二
反
二
畝
歩
､
県

道
か
ら
入
口
ま
で
五
同
幅
の
長
さ

十
間
両
側
道
路
に
は
桜
樹
を
植
込

み
､
石
柱
は
地
上
三
十
尺
と
い
う

す
こ
ぶ
る
荘
厳
な
も
の
で
あ
る
｡

[
昭
和
一
八
年
七
月
二
七
日
付
]

瑞
穂
の
忠
霊
塔
起
工
式

村
で
は
一
万
五
千
円
を
計
上
し

て
建
設
中
の
処
五
日
男
女
勤
労
隊

の
手
で
盛
大
に
起
工
式
を
行
っ
た
｡

完
成
待
た
ず
終
戦
で
忠
霊
碑
解
体

宮
本
さ
ん
の
父
親
で
在
郷
軍
人

会
長
の
宮
本
幹
一
さ
ん
が
発
起
人

と
な
り
畑
地
を
提
供
し
､
畑
の
土

を
も
運
ば
せ
て
､
忠
霊
塔
の
建
設

の
指
揮
に
当
た
り
ま
し
た
｡

場
所
は
現
在
の
新
郵
便
局
の
道

路
向
か
い
､
宮
本
商
店
の
倉
庫
の

あ
る
あ
た
り
､
四
名
の
地
主
か
ら

一
一
反
歩
を
越
え
る
土
地
の
提
供
が

あ
り
､
石
工
以
外
は
す
べ
て
村
民

の
勤
労
奉
仕
で
建
設
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
｡

ま
た
建
設
に
先
立
ち
､
当
時
長

竿
入
口
ま
で
南
側
に
迂
回
し
て
い

た
桜
堤
の
県
道
は
真
っ
直
ぐ
に
改

修
､
横
四
〇
米
､
奥
行
き
四
五
米

の
敷
地
の
周
囲
に
は
土
手
が
め
ぐ

ら
さ
れ
､
忠
霊
塔
の
立
つ
所
は
高

い
山
が
築
か
れ
､
石
材
は
笠
間
か

ら
木
炭
車
で
夜
運
び
込
ま
れ
ま
し

た
｡
提
灯
を
も
っ
て
出
掛
け
て
い

く
父
親
を
思
い
出
し
な
が
ら
官
本

さ
ん
は
､
完
成
し
た
ら
ど
こ
に
も

見
ら
れ
な
い
壮
大
な
も
の
に
な
っ

た
ろ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
｡

し
か
し
完
成
を
見
る
こ
と
な
く

終
戦
と
な
り
､
石
材
は
払
い
下
げ

n
J
u

ら
れ
､
盛
土
も
崩
さ
れ
､
ま
さ
に

｢
幻
の
忠
魂
碑
｣
　
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
｡
そ
の
玉
垣
の
一
部
は

泉
福
寺
の
　
｢
太
平
洋
戦
争
五
霊
之

碑
｣
　
(
昭
和
二
五
年
建
立
)
　
に
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

町
内
の
慰
霊
碑
と
戦
没
者

戦
前
の
忠
魂
碑
に
は
､
長
竿
海

禅
寺
入
口
の
御
大
典
記
念
忠
魂
碑

(
昭
和
三
年
建
立
､
岡
崎
慶
三
郎

中
将
書
)
､
生
板
妙
行
寺
境
内
の

忠
魂
碑
　
(
昭
和
四
年
建
立
､
元
帥

陸
軍
大
将
上
原
勇
作
書
､
昭
和
二

八
年
､
日
中
･
太
平
洋
戦
没
者
一

一
四
柱
合
肥
)
､
金
江
津
側
高
神

社
境
内
の
忠
魂
碑
　
(
昭
和
八
年
建

立
､
荒
木
貞
雄
陸
軍
大
臣
書
､
昭

和
二
九
年
銅
板
に
戦
没
者
氏
名
を

刻
む
)
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
｡
さ
ら

に
戦
後
泉
福
寺
の
ほ
か
､
手
栗
の

八
幡
香
取
神
社
境
内
に
昭
和
三
一

年
､
遺
族
の
手
で
　
｢
戦
没
者
慰
霊

之
碑
｣
　
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
｡

河
内
村
が
昭
和
三
十
三
年
に
ス

タ
-
ト
､
そ
の
翌
年
四
月
河
内
村

遺
族
会
が
発
足
､
昭
和
四
十
一
年

二
月
本
村
出
身
の
全
戦
没
者
の
慰

露
碑
が
新
た
に
中
央
公
民
館
前
に

建
設
さ
れ
､
農
村
改
善
セ
ン
タ
-

の
建
設
に
伴
な
い
平
成
二
年
現
在

の
位
置
に
移
転
し
ま
し
た
｡
二
年

毎
の
町
主
催
､
遺
族
会
後
援
の
戦

没
者
追
悼
式
は
今
牢
も
十
一
月
十

四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

戦
没
者
総
数
は
四
九
〇
名
､
地

区
別
に
は
生
坂
二
二
五
名
､
源
清

田
一
〇
九
名
､
長
竿
七
九
名
､
金

江
津
一
六
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
｡



*槌一服を痛'誓されない場合は.届H'l',の隙くこ申

し出てください｡

町の人口と世帯

平成11年9月1目視任

人　口　1上713人(-7)

男　　　5,792人(｢1)

女　　5,921人(-6)

世帯数　3言3′｣7戸(十4)

鋤の交通事故"
8月発生糊(前月比) (累計)

発生件数　　　　19件(-13) (1111)

i百百百百百百百百百百百冒冒冒

死者数　　　　　l人(±0) (4)

負傷音数　　　　　7人(±0) (44)

他県ナンバー自動車の変更登録について!
あなたの自動車は､何ナンバ-?

自動車税は,自動車の主な定置場所の都道府県に納税してい

ただくことになっております｡

あなたの自動車が茨城県以外のナンバーのまま本県で使用さ

れている場合には､速やかiこ茨城県のナンバ-に登録替えをし､

本県iこ納税されますようお願いします｡

なお､住所または使用の本拠地を変更したときは､道路運送

車両法の定めiこより､ 1 5日以内に変更登録をしなければなら

ないことになっています｡

○変更登録の問合せ先

陸運支局土浦自動車検査登録事務所　TE｣ 0298-42-81 1 1

■自動車税の問合せ先

茨城県江戸崎県税事務所　　　　　　TE｣ 0298-92-61 1 2

喜編集河内町秘書広聴課　　平成14年9月15日発行

〒300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田1183

ホームペ-シ　http //州W neトiba｢aki ne ｣P/kawachi/

E　メ　-ル　kawachI@po net-Iba｢aki ne川

こ

び

き

の

こ

き

り
木霊
【
寄
贈
者
】
小
松
崎
隆
行
氏

鋸
　
(
の
こ
ぎ
り
)
　
の
起
源
は
古

く
､
古
墳
時
代
の
出
土
品
の
中
に

も
石
や
青
銅
の
鋸
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
｡
今
か
ら
5
0
0
年
ほ
ど
前

に
縦
挽
き
製
材
用
の
大
鑑
(
お
が
)

が
作
ら
れ
ま
し
た
｡

江
戸
時
代
､
木
挽
叫
と
い
う
地

名
が
あ
り
ま
し
た
が
､
江
戸
城
を

造
る
木
椀
職
人
が
多
く
住
ん
で
い

た
の
で
つ
け
ら
れ
た
町
名
で
す
｡

(
現
在
の
銀
座
-
-
8
丁
目
の
一

部
)




